
○達成度

〇受験者数 ・受験者数は、41名であった。
　推薦24名、一般（一次）14名、一般（二次）3名

・農大の情報の発信 ・広報誌「緑旗」を年2回発行し、農大の動きや行事を
紹介した。

・ＪＡバンク佐賀の提供により、「農業するばい！！さが農
大RADIO」というラジオ番組を持ち、年間を通して、学
生が出演し、学校を紹介した。（２４回／年）
・収録した番組をYoutubeチャンネルに掲載して、い
つでも聞くことができるようにした。

・佐賀県農業大学校のＹｏｕtubeチャンネルに、実習風
景、施設紹介、スポーツ大会など８本の動画を掲載し
た。現在、合計４７本の動画を掲載している。

・ＮＯＳＡＩ佐賀機関紙に在校生の紹介記事を掲載し
た。

・入学式、オープンキャンパス、収穫祭、九州農大プロ
ジェクト発表会のプレスリリースを行い、報道機関の協
力を得て情報発信した。

・各機関・団体への周知 ・ＪＡグループの協力を得て、県内ＪＡの事業所単位に
加え、Ａコープ・農機センター店舗まで、学校案内（学
生募集やオープンキャンパスを掲載）を配布した。

・市町、振興センターに学生募集の記事掲載を依頼
し、全振興センターと5市町の広報誌に掲載した。

・６月１４日に高校職員向けの募集要項説明会を開催
した（９校参加）。さらに、過去５年に入学者がいる１９
校の高校を訪問して募集要項を手交し、その他の全て
の高校にも募集要項、パンフ、ポスターを配布した。

・県民だより１０月号に学生募集の記事を掲載した。

・農業系高校等との連携強化 ・５月２３日に農業系高校長との懇談会を開催した。

・６月１４日に高校職員向けの募集要項説明会を開催
した（農業系４校参加）。

・受験者30名以上 ・本科受験者（実数）32名中、
県内の農業系高校出身者は
20名であり、昨年より増加し
た。今後とも農業及び農業関
連の進路を志す学生を多く確
保できるよう、農大の情報発
信、農業高校との連携に力を
入れる。
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Ø  高い技術力や経営力を備えた意欲的な農業者等の育成

Ø  農業・農村の発展に貢献できるリーダー等の育成

重点目標

1.優秀な入学者の確保 A:十分達成できている（100％以上）

2.高い技術力や経営力の習得 B:概ね達成できている（100％未満～80以上）

3.全ての学生の進路決定 C:やや不十分である（80％未満～60％以上）

4.農業者研修の充実 D:不十分である（60％未満）

目標 評価項目 令和5年度目標 目標達成のための方策 具体的取組及び結果 達成度 次年度の課題と改善策 評価コメント
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目標 評価項目 令和5年度目標 目標達成のための方策 具体的取組及び結果 達成度 次年度の課題と改善策 評価コメント

・農業系高校等との連携強化
・６～７月に農業系高校４校の進路ガイダンスに参加し
た。また、令和7年度入試に向け、11月、1月に進路ガ
イダンスに参加し、2月、3月にも参加することとしてい
る。

・11月14日に農業系高校に出張講義を行った。

・9月22日に高志館高校、１月２２日に伊万里実業高
校の生徒に農大現場研修を行った。

・オープンキャンパスは7月2日（日）と8月26日（土）
の2回実施し、参加者数は５８名であった。

1 ・農業系高校等との連携強化 ・午前中に全専攻を回って施設見学及び実習体験を、
午後に在校生との交流を実施した。

・５月２３日に農業系高校長との懇談会を開催した（再
掲）。

・６月１４日に高校職員向けの募集要項説明会を開催
した（農業系４校参加）（再掲）。

・６～７月に農業系高校４校の進路ガイダンスに参加し
た（再掲）。

・農大の情報の提供 ・ＪＡバンク佐賀の提供により、「農業するばい！！さが農
大RADIO」というラジオ番組を持ち、年間を通して、学
生が出演し、学校を紹介した。（２４回／年）
・収録した番組をYoutubeチャンネルに掲載して、い
つでも聞くことができるようにした。

・ＪＡグループの協力を得て、県内ＪＡの事業所単位に
加え、Ａコープ・農機センター店舗まで、学校案内（学
生募集やオープンキャンパスを掲載）を配布した（再
掲）。

・各機関・団体への周知 ・市町、振興センターに学生募集の記事掲載を依頼
し、全振興センターと5市町の広報誌に掲載してもらっ
た（再掲）。
・県民だより６月号にオープンキャンパス募集記事を掲
載した。

・ＦＭ佐賀、ＮＢＣラジオでオープンキャンパスの告知を
した。

・高校への募集要項説明、進路
ガイダンスにより直接受験生に
オープンキャンパス参加を呼び
かけるとともに、ラジオや広報
誌、Youtubeチャンネルで農大
の情報発信に力を入れる。
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〇オープンキャンパスの
参加数

・� オープンキャンパス
参加者40名以上

A

A

・過去に農業大学校の受験者
が少ない高校を中心に学校訪
問を行い、学校案内、募集要項
説明を行う。

〇受験者数数
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目標 評価項目 令和5年度目標 目標達成のための方策 具体的取組及び結果 達成度 次年度の課題と改善策 評価コメント

【施設野菜】

2
○IoT機器を活用した栽
培管理技術の習得

・観察記録と栽培作業日誌の記帳確認

・ＩoＴ機器の活用を前提とした栽培の理論と実
際の環境制御技術の指導

○経営能力の向上

〇GAPの実践を通したよ
りよい施設園芸の実践

・GAPを実践できる学
生の育成　100%

・GAPについては継続して出来
るところから取り組みを増やす。

【露地野菜】

○栽培管理技術の習得

・播種から収穫までの栽
培管理技術の習得

・到達した学生の割合
１００％

・学生による栽培計画書及び栽培暦の作成指
導

・プロジェクト品目については栽培計画書を作成させ、
管理作業の実践と技術習得を図った。

・先端技術を活用した管
理技術の習得

・先進技術を活用した管理作業の指導

〇GAPの実践を通したよ
りよい露地野菜栽培の実
践

・GAPを実践できる学
生の育成　100%

・露地野菜の実習におけるGAPの実践 ・GAPの考え方に基づいて、使用資材等の整理整頓
や用途による使い分けを実践・指導した。

A
・GAPについては継続して出来
るところから取り組みを増やす。

○農業機械の基本操作
と維持管理方法の習得

・一連の作業を機械
で操作できる学生の
割合　　１００％

・農業機械の操作指導 ・トラクター、管理機、草刈機等の操作指導を行い、全
学生が全ての農機の基本操作ができるようになった。

・農業機械の仕業点検方法の指導 ・農業機械の点検を実施し、オイル交換等の基本的な
管理ができるようになった。

高
い
技
術
力
や
経
営
力
の
習
得

・ピッカーによるタマネギ収穫を実施し、収穫作業の省
力化について学習させ、タマネギの機械化一貫体系に
ついて理解を促した。

A

・農業系高校出身以外からの
学生が多くなってきているた
め、野菜の生理生態、基礎技術
を早期に習得させる。

・農業機械の操作経験がない
学生が多くなってきているた
め、事故等の危険性を理解さ
せ、安全に操作することを徹底
する。

2

・新技術の修得のために、基本
技術や知識の早期習得と環境
制御に基づいた栽培管理の実
践に取り組ませる。

・施設野菜の実習におけるGAPの実践 ・GAPの考え方、実施方法を、講義・実習で指導実施。
・使用資材・機材の整理・整頓の実施指導。
・使用資材の使用履歴の記帳指導。 A

・毎朝の観察と作業日誌記録によって、観察に基づい
た管理の意識付けを指導実施。
・環境測定機器の取り扱い方法の指導実施。
・温湿度と植物の生育の関係を、実際の栽培を通じて
指導実施。
・週間天気予報を活用した環境設定の指導実施。

A

・農業系出身以外の学生が多
くなっているために、植物の生
理生態に関する知識や基本的
な生産技術を早期に習得させ、
品目・作型に適した栽培管理
の実践に取り組ませる。

A

・播種から収穫まで一連の基礎知識及び栽培
技術の習得

・露地野菜の基礎的な生理生態、基礎知識と管理技
術を指導した。

・一連の作業を説明、実践し、管理・観察日誌等で理
解度を確認し、理解度に応じた指導を実施した。

　
高
い
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や
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・IoT機器が活用でき
る学生の育成
　100%

・担当する品目の所得
の把握ができる
100%

・作型毎の作付け計画の作成指導と進捗管理

・経営記帳の指導

・プロジェクト課題設計検討会と中間検討会を実施し、
課題の進捗状況を把握し、効率的・効果的な研究に
取り組めるよう指導を実施。
・プロジェクトで取り組む野菜品目での収量・品質・経
費等の記録指導。
・プロジェクト課題のとりまとめにおいて、所得を算出さ
せた。

A
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目標 評価項目 令和5年度目標 目標達成のための方策 具体的取組及び結果 達成度 次年度の課題と改善策 評価コメント

【農産】

2
○栽培管理技術の習得

・播種から収穫・乾燥調
製までの栽培管理技術
の習得

・スマート水田農業機械
の操作習得

○農業機械の基本操作
と維持管理の習得

・一連の作業が機械
で出来る到達学生の
割合100%

〇GAPの実践を通したよ
りよい米･麦･大豆栽培の
実践

・GAPを実践できる学
生の育成　100%

・作物の実習におけるGAPの実践 ・GAPの考え方、実施方法の一部を実習内で指導し
た。
・また作業機材及び肥料・農薬などの整理・整頓や使
用履歴の記帳についても指導した。

A
・引き続き、GAP意識を高める
ため、取り組みを継続する。

・スマート水田農業に関する知識の習得
・スマート水田農業機械を活用した水田作業の
指導

・スマート農業機械については、それぞれの機械の特
性を理解させ、圃場における操作や運転を体験させ
た。すべての学生がGPSトラクター、GPS田植機、GPS
収量コンバインを操作する事が出来た。
またオープンキャンパス時には、学生自らが参加高校
生にスマート農業機械の操作や機能を伝えるなど、習
得した知識や運転技能について習熟度を向上させる
ことができた。
・農業用ドローンについても全ての学生に長所・短所
を理解させることができ、さらに新規に６人の学生がド
ローンの操作免許を取得した。

・農業機械の操作指導

・作物栽培と連動した機械作業の習得指導

・機械作業ポイントの作成と他学生への説明会
の開催

・機械の基本操作及び圃場作業マニュアルに基づき、
農業機械の操作を実践させ、全ての学生が水田で必
要な機械の基本作業を安全に操作できるようになっ
た。
・また大型特殊（農耕車）免許及び、けん引（農耕車）
免許を全員取得した。
・専攻内で機械操作について、各自が気を付けている
ポイントを整理し、各自の操作スキルの向上に努めた。

A

・トラクター、コンバインなど農
業機械の操作経験がない学生
が多くなってきているために、
「安全に!」を原則に主要農業
機械の操作習得に取り組むと
ともに、習熟度の向上も図って
いく。

A

・農業系高校出身以外の学生
が多くなってきているために、水
稲、麦類、大豆の生理生態に関
する知識や基本的な生産技術
を中心に技術習得を図り、単身
単独でも営農できるように取り
組ませる。

・スマート水田農業機
械が活用できる学生
の割合　100%

・播種から収穫まで一連の基礎知識及び栽培
技術の習得

・観察記録と栽培管理日誌の記帳確認

・各自のプロジェクト課題を進める中で、栽培計画に
基づいて米･麦･大豆の播種から収穫、乾燥調製まで
一連の作業を体験させ、認識を改めさせた。また観察
や気づきなども日誌に記録させ、理解度を向上させ
た。収量や品質と経費なども計算させ、コスト意識につ
いても目を向けさせた。

高
い
技
術
力
や
経
営
力
の
習
得
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目標 評価項目 令和5年度目標 目標達成のための方策 具体的取組及び結果 達成度 次年度の課題と改善策 評価コメント

【果樹】

2
○主要常緑・落葉果樹の

栽培技術の習得

・主要常緑・落葉果樹の生理生態理論について
指導

・各樹種における生育ステージ毎の理論を講義し、実
習終了時に気づき及び感想を整理させることで習熟
度を向上させることができた。

・果樹の高品質・安定生産技術の指導 ・品目毎に栽培管理計画書を作成指導し、担当品目
は生産から販売までの一貫した流れを理解させた。 A

・最新の栽培技術の講義及び指導 ・プロジェクト課題等については、果樹試験場と連携し
課題解決につなげることができた。

・県育成品種「佐賀果試35号」等の新品種栽
培技術の指導

・温州ミカン「佐賀果試9号」や「佐賀果試35号」の技
術習得のため、施設・露地圃場に定植し、栽培技術及
び生育特性を理解させた。

○スマート農業に関する
知識の習得

・到達した学生の割合
100％

・ＡＩ技術を取り入れた栽培管理技術の習得 ・ＡＩによる肥培管理システム及び温湿度観測装置を
利用した栽培管理法を指導し、学生全員がスマホ上
から状況を確認できるようにしたことで、こまめにデー
タを確認する習慣がついた。

・省力栽培技術の習得 ・ロボット草刈り機及びスピードスプレイヤーを活用し、
効率的な圃場管理作業を習得させた。

○経営能力の向上 ・果樹経営特性の理解 ・担当品目の労働時間、使用資材、収量、販売金額等
についての記帳を指導し、売り上げと経費との関係を
認識させた。
・プロジェクト課題等においては、試験結果を検証し経
営改善点を整理させた。

・ＧＡＰに取り組む

・県育成品種の栽培特性を理
解させ、今後に役立てるような
技術等を習得させる。

・AI技術についてはさらに栽培
管理への応用を進める。

・AI潅水を利用した温州ミカン
根域制限栽培については卒論
の課題として引き続き取り組
む。

・JGAP認定後は継続審査に
向けて引き続き取り組みを継続
する。

・到達した学生の割合
100％

・ブドウを対象としたJＧＡＰ取得に向け、学生を中心に
圃場及び倉庫等の整理整頓を実践し、１２月１９日に
初回審査を受けることができ、1月15日付けで認証取
得した。

高
い
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や
経
営
力
の
習
得

A

・果樹経営特性を理
解
到達した学生の割合
100％

A
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目標 評価項目 令和5年度目標 目標達成のための方策 具体的取組及び結果 達成度 次年度の課題と改善策 評価コメント

【花き】
○花き栽培に関する基礎
知識の習得

○花きの品質保持及び６
次産業化の加工につい
ての技術習得、流通及び
販売知識の習得

・品質保持及び加工
技術の習得した学生
の割合　100％

ž・収穫後の花きの鮮度保持技術、フラワーアレン
ジメントなどの加工技術の習得
・加工品目の市場評価

・収穫後の品質保持技術の知識及び技術を取得させ
た。
６次産業化の取り組みとして、加工（染色、フラワーア
レンジメント、加工品）等の技術指導を行い、技能検定
3級（フラワー装飾）を取得させた。また、直売や収穫
祭を通して消費動向調査を調査した。
・染色した切り花の市場評価を行った。

A
・品質保持技術や加工技術を
習得させ、販売単価向上へ繋
げる取り組みを行いたい。

〇GAPの実践を通したよ
りよい花き栽培の実践

・GAPを実践できる学
生の育成　100%

・花きの実習におけるGAPの実践 ・GAPの考え方、実施方法を、講義・実習で指導した。
・使用資材・機材の整理・整頓を指導し、実践させた。
・使用資材の使用履歴の記帳を実践させた。 A

・引き続き、GAP意識を高める
ため、取り組みを継続する。

 
２
 
高
い
技
術
力
や
経
営
力
の
習
得

・主要花きの育苗から
収穫までの一連の栽
培技術の基礎的知識
を習得した学生の割
合   100％

・主要栽培品目の、播種、育苗から栽培、収穫ま
で一連の生態、栽培管理の基礎知識及び栽培
技術習得

・作業日誌の記帳確認

・新規品目作付けへの取り組み

・農業技術防除センターや農業試験研究セン
ター等からの卒論プロジェクト課題に関する情
報提供等の支援

・キク、バラ、カーネーション、シクラメン等、主要品目の
基礎的な生理生態、基礎知識及び栽培技術を習得さ
せた。

・上記品目の播種から栽培、管理、収穫まで一連の作
業を解説、実践した。後日、試問や作業日誌等での理
解度の確認を行った。理解度に応じた個別指導を行っ
た。

・スターチス等の新規品目作付けのため知識習得及
び切り花品質向上と開花調節に取り組んだ。

・関係機関（農業技術防除センター、農業試験研究セ
ンター、農業振興センター）と連携し、卒論課題は地域
課題一つであるシンテッポウユリの秋出荷に取り組ん
だ。

A

・引き続き、主要品目の基礎知
識や栽培技術、新規品目の技
術を習得させる。そのため、作
業日誌等を利用しながら指導
を行う。また、関係機関と連携
し、情報提供や卒論の指導を
行う。
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目標 評価項目 令和5年度目標 目標達成のための方策 具体的取組及び結果 達成度 次年度の課題と改善策 評価コメント

【畜産】

・家畜人工授精技術の習得及び技術の向上 ・家畜人工授精を指導し、実践させた。

・ICT機器活用による繁殖牛の管理を実践させた。

○家畜栄養の学習 ・飼料給与技術の習得 ・ 飼料給与基本プログラムに基づいた飼料給与の実
践し、発育状況把握のための毎月体測を実施すること
で飼料給与と発育の学習ができた。

・ 畜産試験場での実習実施したことで、飼料給与技
術の習得をさせた。

○家畜ふん尿処理及び
利用技術の学習

・糞尿の堆肥化処理技術の習得 ž・堆肥舎での関連作業機械を操作と堆肥化処理技
術を習得させた。

・発酵舎などを利用した堆肥処理方法の学習 ・畜産試験場での実習時に学習させた。

・堆肥の散布技術の習得 ž・ ローダーやマニアスプレッタ等の作業機械を用いた
圃場散布作業を実施し、技術を習得させた。

○飼料作物栽培の学習 到達した学生の割合
100％

・飼料作物生産技術の習得

・作業機械操作技術の向上

・夏作、冬作の飼料作物を栽培し、生育状況の観察さ
せ、追肥や収穫時期を学習させた。
・作業機械を用いた耕起、施肥、播種、収穫、調整作業
を行い、技術を習得させた。
・飼料作物収穫後再生させ、複数回の収穫を行わせ
た。

A
・引き続き、技術の習得に向け
た取り組みをする。

〇管理能力の向上 到達した学生の割合
100％

・ＧＡＰに関連した知識の習得 ・ＧＡＰに基づいた記帳や整理整頓を実践し、管理環
境を改善させた。 A

・引き続き、GAP意識を高める
ため、取り組みを継続する。

到達した学生の割合
100％

・家畜の性周期、発情兆候の理解 ・繁殖牛発情観察記録表への記入を実施させた。
・繁殖牛の分娩前観察及び分娩介助を実施させた。
・家畜人工授精師資格を全員取得できた。また、知識
と技術の習得もできた。

A

・免許取得者については、AIを
実践させ技術の習得に努める。
・令和７年度のAI講習会に向
けて知識と技術の習得に努め
る。

○繁殖生理の学習と繁
殖技術の習得

２
　
高
い
技
術
力
や
経
営
力
の
習
得

到達した学生の割合
100％

A
・子牛の発育状況などを確認させるため、子牛セリに
参加し、他の出荷牛との比較をさせた。

・各畜種（乳牛、種雄牛、豚）の飼料給与技術の
習得

到達した学生の割合
100％

A

・引き続き、技術の習得に向け
た取り組みをする。

・引き続き、技術の習得に向け
た取り組みをする。
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目標 評価項目 令和5年度目標 目標達成のための方策 具体的取組及び結果 達成度 次年度の課題と改善策 評価コメント

【農産加工】

○農畜産加工及び商品
づくりの基礎知識の習得

・食品衛生及び野菜・果実・穀類等を使った食
品加工に関する基礎的な知識・技術習得のた
めの演習の実施

 

・穀類・野菜・果実・畜肉
等の加工技術の習得 ・農産物の食品加工技術及び商品づくりの基

礎知識、包装・ラベル作成等を習得するための
演習の実施

・安全、安心な商品づくりをする
ために、食品衛生についての知
識、理解を深め、衛生環境を適
切に保つための取り組みを強
化する。

・農産加工研究会(学生の自主組織）への指導

・直売での販売動向の把握及び分析

【資格等の取得向上】
・研修の充実

　※農業技術検定、危
険物取扱者、家畜商、
フォークリフト、狩猟免
許等

・農大産の農作物を使用して５品の試作研究を行っ
た。そのうち、3品目は、さらに試作研究を重ね、令和6
年度に商品化予定である。

A

２
　
高
い
技
術
力
や
経
営
力
の
習
得

到達した学生の割合
１００％

　
・食品衛生、米粉加工や動物性食品等の講義を実施
し、基礎的な知識を習得させた。

・シーラー機や蒸気回転窯等の加工品製造に必要な
機械を操作させ、衛生と安全に配慮した加工技術を
習得させた。
・食品表示、ラベル作成や直売会の準備から販売等を
通して、商品づくりの知識を習得させた。

・トマトソース、ソーセージやシフォンケーキ等、１年生は
１１品目、２年生は１７品目の1次加工品と2次加工品
を製造させた。

・全ての学生が基礎知識を身につけ、機械の操作が
できるようになった。

A

・農大オリジナル商品の製造か
ら販売までを経験させ、食品ロ
スや6次化への理解を深めさ
せる。

・引き続き、希望進路に合わせ
た免許・資格の受験を促進し、
免許・資格が取得できるよう指
導を行う。

・特に、危険物取扱者、毒劇物
取扱者は難易度が高いため、
本年度実施したように危険物
取扱者試験に重点を置いた指
導を行い、試験前の特別講義
を行う。

・必須の免許・資格の取得（１００％）
・農耕用大特免許　２８名（１名は受験資格なしのた
め、受験せず）
・農耕用けん引免許　２７名（１名は受験資格なしのた
め、受験せず）
・家畜人工授精師　７名
・選択性の免許・資格の取得状況（５５％）
・農業技術検定2級　２名
・農業技術検定3級　７名
・危険物取扱者　６名
・毒劇物取扱者　１名
・フラワー装飾技能士3級　2名
・農業用ドローン　7名
・アーク溶接　　6名
・ガス溶接　　　 １名
・狩猟免許　４名
・家畜商　７名
※フォークリフト、小型車両系建設機械は3月に実施
・毒劇物及び危険物取扱者試験の対策として、「農業
と科学」の教科の中で講義を行った。
・また、毒劇物取扱者試験前に８回、危険物取扱者試
験前に７回の特別講義（５校時に補講）を行った結
果、危険物取扱者の合格者は6名（昨年度は1名）と
増加した。

○カリキュラムの中で必
要な資格取得

資格合格率100%
※大型特殊免許、け
ん引免許等

選択性の資格の合格
率　50％以上

・漬物、惣菜、ソース、菓子、製粉・乾燥・レトルト
等の加工等演習の実施

○学生発案によるオリジ
ナル商品の開発、定番化

開発、定番化商品
 １商品以上

A
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目標 評価項目 令和5年度目標 目標達成のための方策 具体的取組及び結果 達成度 次年度の課題と改善策 評価コメント

･就農・就職決定率は、100%となっている。
（２９名全員が決定）

・２年生は５月に１０日間、１年生は１０月に１４日間の
先進農家派遣研修を実施した。
・進路指導専任職員（会計年度任用職員）を１名配置
して、情報収集及び提供、面接前の指導を行った。
・ジョブカフェSAGAから講師を招聘し、１年生２回、２
年生５回のキャリアプランニングの講義を行った。

・７月に県内農業法人の会社説明会を開催した（３社
が参加）。

・１月に本県で開催した九州農大プロジェクト・意見発
表会に学生全員が参加した。

【さが農業経営塾】
〇受講者数

・今年度でさが農業経営塾は
終了するが、今後、経営に関し
てどのような支援方策が必要
かを農業経営課と検討する。

〇大型特殊(農耕車)、農
耕用けん引の免許取得

・免許合格率：95％
以上

・現在の研修体制を継続し、受
講生が理解しやすい指導方法
の実践を図る。

・高齢になるほど、技術取得に
時間を要する傾向にあるため、
技術取得が遅い受講生に対し
ては、職員間で情報を共有し、
連携して指導に当たり、必要が
あれば補習を行うなどして対応
する。

3
全
て
の
学
生
の
進
路
決
定

〇就農・就職決定率 ・就農・就職率
   １００％

・就農・就職指導の強化

A

・引き続き、将来目標を早めに
設定するよう、早期に就農・就
職指導等を実施する。

・雇用就農を希望する学生に
は、農大に求人を出している農
業法人とのマッチングを考慮し
て先進農家派遣研修を行う。

・受講者数
　　　（定員の確保）
１０名

・農業士、青年農業士、女性農業者、農業青年
クラブ員、農業法人協会会員、過去の受講者、
市町、ＪＡ青年部等への周知

・受講生募集の周知期間を長くとるとともに、農業振
興センターに農業士、青年農業士、農業青年クラブ員
等への周知について協力を依頼。グループライン等の
SNSを活用して広く周知を行い、受講者の確保に努め
た。
また、農業法人協会会員、過去の受講者等へ周知を
図るとともに、新聞やＨＰ等を活用した情報提供を行
い、目標の10名を確保した。

A

・受講生がより理解しやすよう指導方法を工夫

・改正内容(担い手を優先)に基づく研修の適切
な実施

・試験コースの模範走行の動画を農大のHPに掲載
し、研修時間以外にも、動画を視聴して予習・復習する
ことで理解を深めることが出来るようにした。
・今年度、会計年度職員1名を増員したことで、技術取
得に最も苦労する「方向転換」の地点に職員１名を配
置して指導することが可能となり、方向転換での渋滞
が緩和され、実技研修全体をスムーズに進めることが
出来るようになった。

・今年度から、地域の担い手が優先して研修を受講で
きるように実施要領を改正した。申請窓口を担う市町
には、農業者への説明や願書添付資料の取得等、適
切に対応いただいている。また、各研修の受講者調整
についても、受講希望者の個別の状況を確認するなど
して適切に対応いただいている。

・大特　  免許合格率100％(再試験による合格1名)
・けん引 免許合格率100％

A4
 
農
業
者
研
修
の
充
実
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目標 評価項目 令和5年度目標 目標達成のための方策 具体的取組及び結果 達成度 次年度の課題と改善策 評価コメント

【農産加工支援研修】

4 　〇受講者数

・受講生の理解度
　　８０%以上

・６次産業化の基礎的な知識・技術に関する講
義・演習の実施

・受講者１人（組織）
商品化を目指した
１品目以上の試作

・商品づくりと試作研究への指導
・新商品開発能力を高める試作研究への指導

・受講者数の確保
　2講座　　１0組

・農業青年クラブ員及び女性組織等への周知 ・農業青年クラブに対しては、会議の際に周知した。
・女性組織等に対しては、振興センターへ周知を依頼
し、女性農業者研修会の参加者や普及課題の重点支
援対象者等に紹介いただいた。
・その他、プレスリリースを行い、広く周知した。
・基礎研修　８名　　・応用研修　2組（３名）

A

・振興センターや農村ビジネス
サポートセンターと接点があり、
六次化に関心のある農業者
は、既に受講済みの方が多く
なってきた。次年度は、より多く
の方の目に留まるようチラシ等
を作成して、市町や直売所等を
通じて周知する。

・今年度でさが農業経営塾は
終了するが、今後、経営に関し
てどのような支援方策が必要
かを農業経営課と検討する。

・受講者の満足度
　　　　　　　　８０％以上

・受講者へのアンケート調査の実施

・運営委託業者と調整

・アンケート調査を毎回実施し、受講者の満足度や理
解度を把握するだけでなく、講義に対する要望の聞き
取りも行い、研修内容を適宜調整した。
第１回～第９回までのアンケート結果は、全員が「大変
良かった」又は「良かった」との回答となっており、満足
度は８０％以上だった。

A

農
業
者
研
修
の
充
実

・農産加工に関する法律、原価計算・売価計算、食品
表示制度等、農産加工の基礎的な知識習得のため、
専門家を招聘して講義を実施した。
・また、基礎的な加工技術を習得するため、ラベルの作
成やスチームコンベクションオーブン等の加工機械を
使用した演習を実施した。
・先進事例調査では、アスパラガスの生産から加工、
販売、カフェ経営まで行っている農業者を視察し、受講
生の満足度は高かった。
・毎回、アンケートで理解度を調査した。その結果、講
座内容を概ね理解した受講生は80％以上だった。

A

・ラベル作成の講義では、デザ
インの予備知識が無い上、商
品のコンセプトが明確でなかっ
たため、ラベルの完成に時間を
要した。
・次年度は、実践的演習ではな
く、売れる商品にするための基
礎的なデザインの知識につい
て講義を実施する。

・応用研修の受講者に対して、コンセプトやターゲット
を聞き取り調査し、内容に合わせて専門家を招聘し
た。
・２組ともに1品目の試作を1月までに2度行った。

A

・次年度は、基礎・応用の区分
をなくし、商品開発に関する講
義及び試作から加工までの実
習を実施する。より高度な研修
が必要な場合は、さが農村ビジ
ネスサポートセンターと連携し、
実施する。
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目標 評価項目 令和5年度目標 目標達成のための方策 具体的取組及び結果 達成度 次年度の課題と改善策 評価コメント

〇農業者組織(農業青年
クラブ)活動の活性化

・研修に対する満足度
80％以上

・農業青年クラブ員を対象とした各種研修等の
実施

〇農業者組織(青年農業
士)活動の活性化

・研修に対する満足度

やや満足以上の割合
80％以上

・参加者へのアンケート調査実施 ・研修後に参加者へのアンケート調査を実施。（1月）
その結果、研修評価は、参考の有無で「参考になっ
た」及び「少し参考になった」の割合が9/11名で、
80％以上だった。

・県全体の先進地視察研修は
出席者が減少傾向なので、全
体会等の出席しやすい研修会
を工夫して開催する。

・参加後の聞き取り調査等の実施

・青年農業士を対象に各種研修会の開催
（参加しやすさを考慮して企画）

・各種研修会
　・農業士との合同研修　（7月、1２名）
　・全体会　　（1月　11名）
　・県外研修への派遣　　２名　（11月、1月）

・次年度から冬季のつどいの発
表者の選出方法が変更となる。
発表者数が減少するため、代
わる企画を計画するなど開催
方法を工夫する。

・次年度、70周年記念大会の
実行委員会を設立する。大会
の成功に向けて、他県の情報
収集等行い、検討を進める。

・九州、全国への活動にクラブ
員を派遣し、交流の場や視野を
広げるよう促す。

A

・役員理事会は現地参加とZoom参加のハイブリッド
形式で月１回程度開催し、毎回半数以上が出席した。
・各部会の会議は、基本的にZoomで開催し、各行事
に向けて内容や講師選定の打ち合わせを各部5回程
度行った。
・佐賀県青年農業者会議は、台風により中止になっ
た。（8月）
・さが農業力向上セミナーは、12月に開催し、クラブ員
24名、関係機関等11名が参加した。セミナー後、アン
ケートで満足度を調査した。その結果、概ね満足した
参加者は、80％以上だった。(11月）
・農業青年冬季のつどいは、2月に開催した。クラブ員
に発表の意義を伝えるため、新たに県内外の受賞者
に発表してもらう取組を行い、意識醸成を図った。（２
月）
・九州、全国の活動に参画した。
　（九州・沖縄地区）
　　・代表者会議・第1回会長会議（５月、2名）
　　・青年農業者会議・第2回会長会議（7月、3２名）
　　・次年度開催県研修（9月、1名）
　　・臨時会長会議（9月、2名）
　　・九州農政局長と語る会・リーダー研修会・
　　　第3回会長会議　（11月、4名）
　（全国）
　　・総会・会長会議・リーダー研修会（7月、3名）
　　・第2回会長会議・リーダー研修会（11月、2名）
　　・農業青年交換大会（1月、3名）

A

　
　
4
 
農
業
者
研
修
の
充
実
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目標 評価項目 令和5年度目標 目標達成のための方策 具体的取組及び結果 達成度 次年度の課題と改善策 評価コメント

〇農業者組織(農業士)
活動の活性化

・研修に対する満足度

やや満足以上の割合
80％以上

4
 
農
業
者
研
修
の
充
実

・参加後の聞き取り調査等の実施 ・研修後、満足度などについて聞き取りを行い評価す
るとともに、次回開催のための反省点とした。

・農業士を対象とした各種会議・研修会の開催

・さが農業女子サミットの開催

各種会議を次のとおり開催した。
・役員会議　4回（5月、９月、１１月、２月）
・佐賀県内ＪＡ代表者との意見交換会　（１１月）
・県農政関係課長との意見交換会　（２月）

各種研修会を次のとおり開催した。
・青年農業士との合同研修会（7月）
・さが農業女子サミット(女性全体研修会)（11月）

各部会活動（７部会）を次のとおり実施した。
・農産部会研修会（8月、2月）
・果樹部会研修会（9月、3月予定）
・4部会（野菜、果樹、特用作物、農業・農村活性化部
会）合同研修会（1月）
・畜産部会研修会（3月予定）
・花き部会研修会（3月予定）

各種研修会・会議への参画
・全国農業担い手サミットinさが実行委員会　　2回
・全国農業担い手サミットinさが幹事会　　3回
・九州･沖縄農業士研修会（宮崎県・10月）
・佐賀県・長崎県農業士合同研修会(長崎県・1月)
・指導農業士全国研究会（東京都・1月）
・九州農政局幹部と九州・沖縄各県指導農業士との
意見交換会(熊本県・2月)

A

・会員全員を対象とした研修会
等への参加率が低い。

・各部会とも積極的に研修会を
開催しているが、参加率が低
い。

・組織活動の活性化及び研修
等の満足度向上を図るため、
魅力のある内容に検討を行う。
　
・九州や全国の農業士との連
携についても継続して取り組ん
でいく。
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